
　小城市では、平成28年度から「介護予防と地域づくり勉強会」で、高齢になっても安心して過ごせる地域づ
くりについて、市民の皆さんと話し合いを続けています。その話し合いでの意見から支援が必要な人を地域で
支えるため、住民主体のボランティア活動（有償）が始まりました。今回は、この活動についてご紹介します。

田栗 静子さん (77歳・牛津町）

　以前から知り合いだっ
た牧口さんに「小城市支
えあいセンター」のことを
教えてもらい、サービス
が開始された当初から登
録してサービスを利用し
ています。

　現在は２週間に１度、ごみ出し支援をお願いし
ています。集積所が少し離れたところにあり、重
いごみを持っていくのは大変なのでとても助かって
います。ごみ出しに来られた際には、他に困って
いることはないか気遣ってくださいます。
　先日はウォーターサーバーの水の交換が重たく
てできずにいたところ、気付いて快く交換してもら
いました。本当にありがたく感じています。
　牧口さんがとても親切な方なので安心感があり
ますし、少しの間ですがお話しするのも楽しみです。

牧口 守喜さん (79歳・牛津町）

　協議体に参加し、これまで勉強会
や研修などで地域づくりについて、い
ろいろと学ばせていただきました。
　高齢化時代を迎え、老老介護と
いう言葉もあるように、老人が老人
を支える社会状況になっていると

思います。私も老人の１人ですが、できる分はと思い「ごみ
出し支援」のボランティアに登録しています。
　田栗さんご夫妻とは昔からの知り合いで、ご不便されて
いるのではと思い、このサービスをご紹介しました。訪問し
て元気な田栗さんの顔を見るとほっとしますし、私もボラン
ティア活動をすることが健康維持に繋がっているので、人
を助けているのではなく、私自身も助けられていると感じて
います。
　助けてもらいたい人が遠慮せずに「手伝ってほしい」と声
をあげられるような、支えあいの取り組みがもっと広がって
いってほしいと思います。

買い物支援買い物支援

こ
う
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て
る
こ

ボランティア活動の
流れ

ボランティア活動の
流れ

購入する品物を聞いて、
お金を預かります。

「支えあい券」をもらいます。

購入した品物と
おつりを渡します。

ボランティア活動を行います。

「支えあい券」を
もらいます。

ボランティア活動を
行います。

持って行くごみを確認します。

た ぐり　しず こ まきぐち　もりよし

利用者 ボランティア

支えあい券
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令和元年度  市民公開講座

芦刈町  第２層協議体
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お待ちして

まーす！・支えあい活動ではできない内容の場合は、
　お断りさせていただくことがあります。
・ボランティアの活動時間は９時～16時です。
　（ただしごみ出しなど、時間が決まってい
　る活動の場合はその限りではありません）

協カボランティア
の募集

協カボランティア
の募集

住み慣れた小城市で、支えあいながら末永
く安心して暮らしていけるように、あなた
ができるボランティア活動でお手伝いして
みませんか？

小城市支えあいセンター （小城市社会福祉協議会）  ☎73・2700 （担当：井上）

一人暮らし高齢者、高齢者のみ世帯の人
（希望者へ訪問調査を実施します）
※利用登録後に「支えあい券」を購入して
　いただきます。

資格を必要としない短時間で終了する活動
・買い物を代わりにしてほしい
・ごみ出しを代わりにしてほしい　など

支えあい活動は有償になります。
（20分につき100円）

小城市に住む高齢者などの
生活上の困りごとのお手伝い

活動内容

利用対象者利用対象者

ご注意ご注意

申し込み・問い合わせ

高齢障がい支援課 （西館１階）  ☎37・6108 （担当：野中・深町） 問い合わせ

利用できる
支えあい
内容

利用できる
支えあい
内容

44

利用について

のご案内のご案内「小城市        センター」「小城市        センター」「小城市        センター」「小城市        センター」支えあい支えあい支えあい支えあい「小城市        センター」「小城市        センター」支えあい支えあい

～協議体と支えあいセンターのボランティア活動～
　小城市では、住民相互で支えあう取り組みが広がっています。
　自分が住んでいる地域を良くしたい、地域のために今できること
をしたいという住民の思いで集まり、活動をしています。
　この活動を一緒に考え、支えあいをつなげるのが生活支援コー
ディネーター（地域支えあい推進員）です。これからも住民の方々と
話し合いながら、よりよい地域を作るため、新たな取り組みを考え
ていきます。
　新型コロナウイルス感染症で大変な時期ですが、だからこそ地域
でつながる関係は大切です。「お互いさま」の気持ちで始まる支えあ
いの活動から、人と人との温かい絆が育まれています。 生活支援コーディネーター

小城市
支えあいセンター
　　　　井上さん

これから
の小城市を考える“地域づくり”に参加してみませんか？これから
の小城市を考える“地域づくり”に参加してみませんか？


